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基
層
は
わ
ら
↑
軍乍
氷
田
五
年
膜
　
殿
重
こ
れ
て
未
た
ｔ
の
ご
あ
ら
テ
，
尾
崎
．脇
国
家

´
話
に
よ
る
と
、
三
年
何
年
月
か
■
つ
て
天
草
島
ヶ
ろ
尾
崎
ま
ず
星
ば
れ
た
ど
の
事
ず
あ
な
が
、

何
ん
に
も
せ
よ
昇
本
国
軍
多
難
な
折
柄
、
其
上
交
こ
ｔ
至
つ
●
不
促
な
勝
代
に
人
の
子
か
ら
人

の
予
■
蔵
つ
て
ネ
だ
労
力
は
、
実
に
容
易
壕
業
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
“
　
　
　
一　
・

さ
れ
は
美
け
し
い
師
弟
の
愛
精
の
春
露
次
の
で
あ
る
．
な
ほ
門
人
通
の

一　
雪
と
な
サ
雨
と
も
な
リ
レ
旅
の
生
・
む
か
へ
た
ま
へ
よ
商
汽
町
体
叱
儒
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．
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改
庁
一
■
何
に
上
人
に
ォ
寸
ろ
敬
愛
の
な
の
深
か
つ
た
か
ゞ
〃
像
せ
ら
れ
、
同
時
に
入
二
人

の
門
た
に
壼
す
る
髪
筒
バ
「
後
化
が
着
し
か
つ
た
か
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
尼
ふ
「
　
く

・
現
住
ル
崎
材
わ
墓
順
ａ
前
に
た
っ
購
′
こ
の
美
訳
こ
尼
ひ
浮
ぺ
「
美
し
い
技
人
の
具
精
美
に

Ｄ
一

一う
た
れ
に
誰
レ
■
襟
を
上
さ
Ｐ
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ヽ

一　
次
‘／‐
で
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人
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岳
永
π
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に
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故
抑
の
業
師
営
へ
阿
殊
に
伴
車
線
を
与
Ｌ
し
よ
十
と
考
へ
ら

一
　

′
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１
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・
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０
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二
１
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１
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）
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Ｆ
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ｔ
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）
」亡

ア
≧

Ｌ

Ｔ
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Ｉ

一
杵

，嗜
曰
て
上
人
肥
留
撼
％
在
職
持
付
―こ
昇
興
ｔ
ら
れ

た
尊
像
を
も
つ
て
ご
准
Ｆ
・冗
了
へ
だ

声
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笥轟
悪
嫌
嶽

一千
嵐
を
類
け
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所
ｒ
直
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史
沐
位
贅
藤
誡
之
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れ
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働̈い「中］鵡嚇岬）に碑̈
”囃呻栃緩藤〕鼎午」端餃欄汁朧場双詳

臥儒
力
に
衛
革
僚
で
置
た
た
営
ｔ
尚
失
「

偶
■
■
冗
末
吾
崖
住
両
殊
虻
共
花
乃
場
度
舌
な
之

矢
。
子
仕
事
炉
　
〓′一官
覺
了
に
大
に
正

入
〕暴
昇
者
４
所
鍛
角
元
師
常
二
林
凛
規
誉
太
上
人
拝
行
之
票
量
尋
鮮
専
ほ
予
復
停
語
と
咲

中〕呻〔軸「中［』機岬囃櫛綺峨諄けい［辮酬雄聯髄青琴，棘磁毎薇醸購報訛

一場
哉
。
木
惟
事
薇
双
Ｔ
思
外
之
芝
不
魁

下
情
感
激
之
三
夫
。
千
時
弘
化
第
二
成
申
春
汗
話
■
（一号
繰

直
発
旗
帝
稲
到
〒
眠
場
企
鱗

城
几
尾
崎
椰
局
賽
置
贅
太
集
師
強
令
。
伸
位
管
千

今
。
表
二
幕
之
厖
源
爾
陶
衆
磯
者
子
ｔ
．
撰

一
加

通
成
信
不
麓
ｔ
．
斯
乃
勇
存
者
得
来
尋
黒
量
Ｌ
≠

・
備
水
正
風
前
蒲
芹
香
尻
海
駅
人
信
鵜
再
阿
常

共
後
一元
永
四
年
ｔ
月
†
曰
だ

人
は
ぽ
μ誠
庵
義
直
了
善
居
■

ガ
え
て
安
峡
二
年
に
上
ズ
ほ
京
祐

「
た
Ｒ

一
伊
力
二
江
戸
比
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ヘ
ス
行
・■
わ
れ

た
。
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は
上
人
の
■
堂
か
及
ｔ
ら
れ
た
っ
な
ほ
上
人
両
親
み
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る
は
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け

「瑞
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大
姉
ピ
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瞳
行
に
は
上

人
の
愛
児
茂

一
（
十
五
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だ
け
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，
風
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＾
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本
一
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燈
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一
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・千
早
薇
神
の
“
‘
ふ
の
う
市
か
ら
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瀞
田
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ヽ
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■
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一
　

一
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↑
て
ｉ
宮
西
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間
夕
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財
衆
綻
き
百
丁
松
¨
る
■
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栞
レ
ｔ
丁
目
白
、
承
‐
ギ

一
・　
名
晟
千
た
衛
門
方
に

・１
上
名
。
名
古
屋
御
城
主
絶
＝
た
約
〓
卸
サ
御
島
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．
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滞
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．
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．
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Ｔ
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仁
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